
 

【別紙様式】 

令和４年度教育指導の重点及び学校経営計画  

学校番号  学  校  名 
 
２２  

 
大垣南高等学校  

学校教育目標  

建学の精神「堅実真摯」 

生徒一人ひとりの知・徳・体の調和のとれた人格形成を目指し、豊かな人間性と健全な心身を育み、自らの可能性を追求し地域社会

に貢献できる生徒を育成する。  

スクール・  

ポリシー  

『 育 て た い 生 徒 像 』 
グラデュエーション・ポリシー（ＧＰ）  

『 生 徒 を ど う 育 て る か 』 
カ リ キ ュ ラ ム ・ ポ リ シ ー （ Ｃ Ｐ ） 

『 ど ん な 生 徒 を 待 っ て い る か 』 
ア ド ミ ッ シ ョ ン ・ ポ リ シ ー （ Ａ Ｐ ） 

・確かな学力を身に付け、よりよく課

題を解決する思考力・判断力・行動

力をもち、自立して主体的に行動す

ることができる生徒 

・豊かな情操と規範意識をもち、自己

効力感が高く、他者を思いやり地域

や社会に積極的に貢献しようとする

心に富んだ生徒 

・健康維持や体力づくりに努め、自他

の生命を尊重し、たくましく生きる

力を身に付けた生徒 

 

・課題発見力・課題解決力を育成する

ための「主体的・対話的で深い学

び」や「探究的な学び」の推進と、

ＩＣＴ等を活用したコミュニケーシ

ョン能力と発信力の養成 

・生徒一人ひとりの個性や長所を伸ば

し自己効力感を高めるためのカリキ

ュラムの編成と、個に応じた細やか

な指導の実施による自己効力感の伸

長 

・勉強と部活動を両立させ心身ともに

健康で人を思いやる豊かな人間性の

涵養 

・大学進学を目指し、多様な学びに主

体的に取り組み、自らの可能性に挑

戦したいという意欲のある生徒 

・向上心をもち、部活動や生徒会活動

に積極的に参加し、他者と協働して

よりよい学校や社会を築いていこう

という意欲のある生徒  

 

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標）  
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１ キャリア教育を推進し、

生徒の進路目標の早期設

定とその実現を支援しま

す。 

 

 

 

 

 

①  総合的な探究の時 間や進路関係のＬ ＨＲを通して自分 の将

来を主体的に考え ようとする姿勢の 育成を目指します 。  

②  進学指導重点校 事業の推進や外部 模試の結果分析を 活か

し、生徒の実情に 合った授業、補習 、土曜開放、小論 文

・面接指導を全校 体制で行っていき ます。  

 

③  広く深い知識・ 技能を土台とした 思考力・判断力・ 表現

力、また英語によ るコミュニケーシ ョン能力を高めま す。  

 

④  卒業生や、学校 関係者（大学や予 備校等）を活用し て、

生徒が生き方につ いて探究する機会 を増やします。  

❶ 総合的な学 習（ 探究）の時間やＬ Ｈ

Ｒでの生徒の取り 組み状況やアンケ

ート結果等で評価 します。  

❷ 授業・補習後の生徒と職員へのアンケー

ト結果や生徒の出席状況から判断します。  

❸ 大学入学共 通テ ストに向けた取り 組

み状況を、外部模 試の結果分析等を

通して評価します 。  

❹  講演会・講話を 実施して、生徒と 保

護者の評価アンケ ートを昨年度と比

較して評価します 。  



 

 

 

２ 自ら学ぶ姿勢を育てます  

 

①  主体的・対話的で 、深い学びが実現 できるように授業 改

善を進めます。  

②  ＩＣＴの活用の充 実を推進します。  

③  課 題 に 対 す る 意 識 や 行 動 力 を 高 め る た め 、 ふ る さ と 教 育 、

総合的な探究の時 間、部活動、生徒 会活動を充実させ ま

す。  

④  家庭学習の充実を 図り、自学自習の 習慣を身に付させ ま

す。  

❶❷❸生徒の取り組み状況や生徒アンケート

、保護者アンケートにより評価します。  

 

 

❹家庭学習調査、授業アンケート、授業、宿

題等への取り組み状況で評価します。  

３ 身なり・マナー指導体制

を確立します。  

 

 

 

①  生徒に対し、具体 的な取組・方策に ついて説明し、機 会

あるごとに改善点 を指導します。  

②  全職員が共通認識 を持ち、集会時や 授業開始時等を利 用

して指導する体制 を確立するととも に、保護者に対し て

適切な時期に文書 を配布するなど理 解と協力を得ます 。  

③  交通ルール・マナ ー遵守指導を継続 実施します。  

④  新型コロナウイル ス感染拡大防止な ど、衛生環境の保 持

・改善、健康増進 に努めます。  

❶校内巡 視時や集会 ・行事での様子や

定期的な身なり指 導で判断します。  

❷❹職員会議の職員の意見や、生徒・保護者

の意見を集約して評価します。  

❸三者懇 談時に保護 者アンケートを実

施して評価しても らいます。  

 （交通事故０）・・数値目標  


